
１　対象地区の現状

２　対象地区の課題

４　３の方針を実現するために必要な取組に関する方針

龍石地区は山がちで谷が深い地形である。狭小な田畑が多く耕作道も狭く条件が悪い農地が多い。耕作道路の
整備とともに海側の水田地帯については、中間管理機構を利用し地区の中心経営体への農地の集約を図る。

施設園芸（イチゴ）の経営体が多いため、産地の維持を図ることで、農地を維持管理していく。
親の勧めでＵターン就農もあっている。家庭内で家業、地域の状況の会話を進める。
耕作道が狭く耕作が不便であるため、本地区での耕作を避ける傾向がある。耕作道の整備を行い耕作放棄地の
減少を図る。
中山間地域直接支払制度の対象地区である丸島集落と堀戸集落があり、今後も制度を利用し農地の維持管理
を行う。

④地区内において今後中心経営体が引き受ける意向のある耕作面積の合計 1.4 ｈａ

（備考）

アンケート結果によると、西有家町の縮小・離農したい耕作面積が３２．９ｈａに対し、拡大したい中心経営体の意
向面積が２．３５ｈａと大幅に少なかった。新たな農地の受け手の確保が必要である。
龍石地区の現状は６５歳以下の農家が中心である。しかし、１０年後は６５歳以上が大半を占める見込みであり後
継者対策が必要である。
山間部は谷が深い地形であり、狭小な農地が多く耕作道も狭いため圃場整備をする条件が悪い。また、害獣、降
雨による洪水や表土がさらわれるなど環境改善も必要である。

３  対象地区内における中心経営体への農地の集約化に関する方針

③地区内における７５才以上の農業者の耕作面積の合計 32.2 ｈａ

ⅰ　うち後継者未定または不明の農業者の耕作面積の合計 31.5 ｈａ

①地区内の耕地面積 138.8 ｈａ

②アンケート調査等に回答した地区内の農地所有者又は耕作者の耕作面積の合計 82.4 ｈａ
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